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【部門区分】第３部門第３区分
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【公開日】平成28年5月9日(2016.5.9)
【年通号数】公開・登録公報2016-027
【出願番号】特願2014-197378(P2014-197378)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ   1/10     (2006.01)
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月21日(2017.9.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
【化２】

 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
【化５】

 
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルロースエステル樹脂と、ポリエーテルエステル化合物と、ポリオレフィン樹脂と、
を含む樹脂組成物。
【請求項２】
　前記セルロースエステル樹脂が、下記一般式（１）で表されるセルロースエステル樹脂
である請求項１に記載の樹脂組成物。
【化１】

 
（一般式（１）中、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３は、それぞれ独立に、水素原子、又は炭素数１
以上３以下のアシル基を表す。ｎは１以上の整数を表す。）
【請求項３】
　前記一般式（１）で表されるセルロースエステル樹脂が、前記Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３が
それぞれ独立に表すアシル基として、アセチル基を有し、且つ置換度が２．１以上２．６
以下の樹脂である請求項２に記載の樹脂組成物。
【請求項４】
　前記ポリエーテルエステル化合物が、下記一般式（２）で表されるポリエーテルエステ
ル化合物である請求項１～請求項３のいずれか１項に記載の樹脂組成物。

【化２】

 
（一般式（２）中、Ｒ４、及びＲ５は、それぞれ独立に、炭素数２以上１０以下のアルキ
レン基を表す。Ａ１、及びＡ２はそれぞれ独立に、炭素数１以上６以下のアルキル基、炭
素数６以上１２以下のアリール基、又は炭素数７以上１８以下のアラルキル基を表す。ｍ
は、１以上の整数を表す。）
【請求項５】
　前記一般式（２）で表されるポリエーテルエステル化合物が、前記Ｒ５としてｎ－ブチ
レン基を表す化合物である請求項４に記載の樹脂組成物。
【請求項６】
　前記一般式（２）で表されるポリエーテルエステル化合物が、前記Ａ１及び前記Ａ２の
少なくとも一方としてアリール基又はアラルキル基を表す化合物である請求項４又は請求
項５に記載の樹脂組成物。
【請求項７】
　前記ポリエーテルエステル化合物の重量平均分子量（Ｍｗ）が、４５０以上６５０以下
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である請求項１～請求項６のいずれか１項に記載の樹脂組成物。
【請求項８】
　前記ポリエーテルエステル化合物の２５℃における粘度が、３５ｍＰａ・ｓ以上５０ｍ
Ｐａ・ｓ以下である請求項１～請求項７のいずれか１項に記載の樹脂組成物。
【請求項９】
　前記ポリエーテルエステル化合物の溶解度パラメータ（ＳＰ値）が、９．５以上９．９
以下である請求項１～請求項８のいずれか１項に記載の樹脂組成物。
【請求項１０】
　前記ポリオレフィン樹脂の重量平均分子量が、２００００以上５００００未満である請
求項１～請求項９のいずれか１項に記載の樹脂組成物。
【請求項１１】
　前記セルロースエステル樹脂と前記ポリエーテルエステル化合物との質量比（セルロー
スエステル樹脂／ポリエーテルエステル化合物）が、１００／２５以上１００／５以下で
ある請求項１～請求項１０のいずれか１項に記載の樹脂組成物。
【請求項１２】
　前記セルロースエステル樹脂と前記ポリオレフィン樹脂との質量比（セルロースエステ
ル樹脂／ポリオレフィン樹脂）が、１００／８以上１００／２以下である請求項１～請求
項１１のいずれか１項に記載の樹脂組成物。
【請求項１３】
　請求項１～請求項１２のいずれか１項に記載の樹脂組成物を含む樹脂成形体。


	header
	written-amendment

